
第３３３回教員会議・第４８８回研究科委員会 議事要録 

 

１．日  時  令和２年３月１１（水） １３：３０～１６：００ 

２．場  所  行政政策学類大会議室 

３．議  題 

 

◎一般教員会議 

［協議事項］ 

（１）令和元年度卒業生の決定について（資料：会議後回収） 

教務委員から、令和元年度３月期卒業判定資料に基づき単位修得状況等の説明があり、①

過年度生について法学専攻０名、地域と行政専攻４名、社会と文化専攻３名が、②平成２８

年度入学生について法学専攻４８名、地域と行政専攻８９名、社会と文化専攻５７名が卒業

要件を満たしている旨の提案があった。 

  続いて、専攻毎に挙手採決の結果、原案のとおり承認された。 

 

（２）授業料未納による除籍について（資料） 

学生生活委員から、資料に基づき、対象学生が３月末日までに授業料未納である場合には

除籍処分とする旨の提案があり、承認された。 

 

（３）学年暦の作成に関わる関係申し合わせの更新について（資料） 

  学生生活委員から、資料に基づき、標記申し合わせの更新に係る本学類の修正案について

提案があり、①１セメスター１５回授業開講の確保、②申し合わせ書修正案の「土日」の記

載等について意見交換の後、承認された。 

 

［報告事項］ 

（１）令和元年度３月期現代教養コース卒業判定について（資料：会議後回収） 

現代教養コース運営委員から、資料に基づき、法政策モデル１０名、コミュニティ共生モ

デル２３名の卒業について現代教養コース運営委員会で認められた旨の報告があり、了承さ

れた。 

 

（２）２０２０年度基盤教育科目等非常勤講師計画について（毎週）（資料） 

  基盤教育委員に代わり学類長から、資料に基づき報告があり、了承された。 

 

（３）２０２０年度基盤教育科目授業一覧及び時間割について（資料） 

  基盤教育委員に代わり学類長から、資料に基づき報告があり、了承された。 

 

（４）令和２年度科目等履修生の受け入れについて（資料） 

  教務委員から、資料に基づき、１名の受け入れについて報告があり、了承された。 

 

（５）授業出席管理システムの導入について 

  教務委員から、資料に基づき、授業出席管理システムを導入する背景及びシステムの概要



について説明があった。続いて、令和３年４月から本格運用開始となる旨の報告があり、質

疑の後、了承された。 

 

（６)２０１９年度学生表彰について（資料） 

  学生生活委員から、資料に基づき、２０１９年度の学生表彰該当者の報告があり、了承さ

れた。 

 

（７）教員の外国出張について 

  学類長から、第３３２回教員会議で報告した教員１名の外国出張について、新型コロナウ

イルス感染症の拡大に伴い取りやめる旨の報告があり、了承された。 

 

（８）運営会議報告（第１３７回 ３月１０日開催）（資料） 

○共生システム理工学類前期日程における入試ミスについて 

  ○２０２０年度入試広報の基本方針について 

○その他 

   1)令和２年１月、２月の電気・ガス・水道の使用量等について 

   2)令和元年度情報セキュリティ意識調査の実施について 

学類長から、資料に基づき詳細な報告があり、了承された。 

 

（９）その他 

  なし 

 

◎研究科委員会 

［協議事項］ 

（１）学位論文の合否判定について（資料） 

教務委員から、事前に配付していた「大学院地域政策科学研究科修士課程学位論文審査及

び最終試験結果報告書」に基づき、学位論文の合否判定について提案があった。 

質疑に入り、整理番号５の報告書について最終試験結果が記載されていないとの指摘があ

り、当該論文の審査委員主査及び審査委員副査から最終試験について説明があった。なお、

報告書は最終試験結果を追記したものに差し替えることが確認された。 

続いて、順次挙手採決により合否判定を行った結果、８名全員を合格とした。 

 

（２）令和元年度修了者の決定について（資料：会議後回収） 

教務委員から、資料に基づき、修了予定者８名の修士の学位授与認定について提案があり、

一括挙手採決の結果、８名全員に学位を授与することが承認された。 

 

（３）授業料未納による除籍について（資料） 

学生生活委員から、資料に基づき、対象となる大学院生はいないが、３月末日までに授業

料が未納である場合には除籍処分とする旨の説明があり、承認された。 

 

 



［報告事項］ 

（１）その他 

  なし 

 

 

 学類長から、次回の教員会議は３月１９日（木）１３時３０分から開催する旨のアナウンス

があった。 


